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…
…
土
木
教
育

…
－
計
画
事

土
末
事
業

　
本
年
度
は
早
々
に
融
雪
に
よ
り
田
野

倉
及
び
木
和
田
原
の
』
一
部
に
地
七
り
が

発
生
し
、
災
害
多
発
が
予
想
さ
れ
た
が

幸
い
に
も
七
月
、
九
月
共
に
水
害
に
見

舞
れ
る
こ
と
な
く
、
夏
季
は
好
天
に
恵

ま
れ
て
町
単
独
の
土
木
事
業
は
、
海
老

東
山
線
を
際
く
改
良
工
事
全
路
線
、
災

“

藷

関
係
…
…
昭
和
三
＋
七
年
度
事
華
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．
．
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業

♂
よ
と

ん
ご

害
復
旧
工
事
共
に
順
調
に
す
す
み
、
予

定
通
り
完
成
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

事
業
の
内
容
を
列
記
し
て
み
ま
す
と

◎
道
路
新
築
改
良
事
業

　
　
こ
の
事
業
は
八
件
あ
り
設
計
工
事

　
費
は
一
五
六
万
で
あ
り
ま
し
た
が
、

　
海
老
東
山
線
工
事
費
二
〇
万
円
は
末

　
着
工
で
あ
り
ま
す
が
、
他
の
七
件
は

　
工
費
総
額
ニ
ニ
五
万
八
千
円
で
完
成

麟
☆
灘
雛

（完成した文化的な松代中学校の寄宿舎・59名収容）

完
成
…
…
，

工　事　名 実施坪数 工事費 完成日
松代中学校寄宿
舎改築工事

122 5，035，000 37．10．25

　
37．9．16

戸伊沢小学校ステ
ージ」曾築工事

34 1，771，000

一
清 水巾学校特別
教室檜築工事

18 721，700 37．8．10

北山小学校教員
佳宅新築工事

24 1，062，000 37．11．19

　
七
ま
し
た
．

◎
町
道
災
害
復
旧
事
業

　
　
こ
の
事
業
は
福
島
橋
脚
補
強
二
十

　
万
円
を
最
大
の
工
事
と
す
る
他
二
十

　
件
総
願
一
二
二
万
円
の
事
業
を
一
一

　
八
万
九
千
円
で
完
成
い
た
し
ま
し
た

◎
橋
梁
架
設
事
業

　
　
こ
の
事
業
は
長
命
寺
橋
（
松
代
大

　
門
橋
（
室
野
）
の
二
件
で
、
設
計
工

　
費
は
各
々
一
〇
〇
万
円
で
あ
り
ま
し

　
た
が
、
長
命
寺
橋
は
町
の
直
営
で
八

　
○
万
五
千
円
で
五
月
二
十
八
日
完
成

　
大
門
橋
は
鈴
木
組
の
請
負
、
工
費
九

　
五
万
円
で
九
月
三
十
日
に
完
成
い
た

　
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
予
定
ど
お
り
完
成
し
た
事

は
、
天
候
に
も
よ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も

第
一
に
関
係
地
元
部
落
及
び
請
負
業
者

の
協
力
に
よ
る
も
の
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
尚
本
年
は
県
下
に
、
特
に
郡
内

に
地
七
り
災
害
が
多
く
松
之
山
に
お
い

て
は
こ
の
対
策
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

迎
え
る
年
も
無
災
害
で
道
路
の
新
設
改

　
　
　
　
　
．
良
と
新
設
事
業
に
経
費

を
ふ
り
む
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
念
じ
て
お

り
ま
す
。

　
学
校
建
築
事
業

　
学
校
建
築
は
松
代
中

学
校
寄
宿
舎
改
築
の
大

事
業
を
始
め
伊
沢
小
学

校
ス
テ
！
ジ
増
築
、
清

水
中
学
校
特
別
教
室
の

増
築
、
北
山
小
学
校
教

一
員
住
宅
の
新
築
と
、
総

蕨
窯
額
八
九
五
万
円
の
大
事

轟
…
蒙
計
画
さ
れ
、
上
表

加
鱒
の
端
り
執
行
さ
れ
ま

　
　
一
し
た
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完橋年叢祝・千

強鎚

漁

φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
侶

．
郡
下
最
大
の
永
久
橋
で
あ
り
、
当
町

第
一
号
の
永
久
橋
と
し
て
干
年
橋
が
完

成
、
十
一
月
二
十
七
日
落
成
式
が
盛
大

に
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
塚
田
県
知
事
、
県
議
会
議
長

を
始
め
関
係
者
が
多
数
参
加
、
午
後
二

時
頃
か
ら
松
代
側
の
橋
詰
で
渡
橋
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
知
事
が
テ
ー
プ
を
接

断
、
続
い
て
町
長
、
町
の
長
老
夫
婦
の

旭
堂
さ
ん
の
老
夫
婦
と
関
係
者
が
渡
橋

松
代
小
学
校
の
鼓
笛
隊
も
行
列
に
花
を

添
え
ま
し
た
。
続
々
と
続
く
一
般
渡
橋

者
の
群
は
橋
の
偉
様
と
共
に
肚
観
で
あ

り
ま
し
た
。

　
渡
橋
式
終
了
後
、
松
代
小
学
校
で
落

成
式
挙
行
、
知
事
の
開
式
の
あ
い
さ
つ

後
、
工
事
経
過
報
告
、
来
賓
各
位
の
祝

辞
、
町
長
の
謝
辞
が
の
べ
ら
れ
、
祝
宴

に
入
り
、
藤
間
流
の
横
尾
田
鶴
子
及
び

門
下
生
の
日
本
舞
踊
が
披
露
さ
れ
盛
会

に
終
り
ま
し
た
。

　
こ
の
橋
は
総
工
費
約
三
千
万
円
で
架

設
さ
れ
た
も
の
で
、
高
さ
一
六
米
長
さ

七
一
米
、
巾
六
米
で
塗
装
の
色
も
美
し

く
周
囲
の
風
景
と
共
に
松
代
の
観
光
的

存
在
と
な
る
こ
と
で
し
よ
う
。

「
松
代
側
の
橋
詰
で
挙
行
さ
れ
た

渡
橋
式
」

i鑓灘

「
塚
田
知
事
の
～
～
～

　
　
～
～
～
テ
ー
プ
接
断
」

灘
「
宮
沢
神
主
、
塚
田
知
事
、
町
長
、

長
老
夫
婦
、
関
係
者
が
渡
橋
、
後

に
一
般
者
が
続
く
」
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年
末
年
始
に
は
、
不
良
食
品
や
不
正

食
晶
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
県
で
は
毎
、

監視の目光らせて

食品は衛生的な店で

年
各
保
健
所
の
食

品
衛
生
監
視
員
を

動
員
し
て
、
一
せ

い
取
締
り
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、

依
然
と
し
て
あ
と

を
た
た
な
い
現
状

で
す
。

　
特
に
魚
介
類
及

び
そ
の
加
工
品
、

清
凍
飲
料
水
、
菓

子
類
、
そ
う
菜
類

に
不
衛
生
食
晶
が

多
く
、
消
費
者
一

人
一
人
が
監
視
の

目
を
光
ら
せ
ヅ
＼

不
良
食
品
を
買
わ
な
い
よ
う
に
注
意
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

團
魚
介
類
と
・
て
の
加
工
品

　
生
魚
、
刺
身
、
ね
り
製
品
な
ど
に
つ

い
て
検
査
し
た
結
果
、
大
腸
菌
の
検
出

率
は
最
も
高
く
、
購
入
に
当
っ
て
は
、

①
、
衛
生
的
な
施
設
の
店
を
選
ぶ
こ
と

　
　
特
に
刺
身
な
ど
は
一
層
注
意
す
る

②
、
冷
凍
ケ
ー
ス
の
蓋
を
開
い
て
販
売

　
　
し
て
い
る
場
合
は
、
万
全
と
は
い

　
　
え
な
い
の
で
完
全
冷
蔵
を
行
な
っ

　
　
て
い
る
店
を
選
ぶ
。

⑧
、
購
入
後
は
、
な
る
べ
く
早
く
調
理

　
　
し
加
工
す
る
。

團
清
涼
飲
料
水

　
合
成
ジ
ユ
ー
ス
類
に
大
腸
菌
が
検
出

さ
れ
、
果
汁
八
ジ
ユ
！
ス
類
に
は
一
般

細
菌
数
か
多
い
で
す
。
従
っ
て
、
購
入

に
当
っ
て
は
、
目
で
み
て
古
い
と
思
わ

れ
る
も
の
や
直
射
日
光
の
鮪
る
店
蕉
ど

は
避
け
た
ガ
が
よ
い
で
す
．

團
菓
子
類

」
；
φ
6
〈
鷺
・
・
σ
～
．
騨
伊
3
曳
ノ
覧
；
・
、
・
、
φ
．
藍
1
も
．
◎
ζ
～
φ
．
。
。
鞠
》
；
・
再
◎
～
。
…
“
ノ
も
」
‘
～
～
～

わ
す
か
な
注
意
が
大
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暖
房
器
具
の
使
用
心
得

　
　
　
　
　
　
　
　
‘
ゆ
．
一
．
・
》
・
・
．
．
《
◎
3
・
～
．
”
。
・
・
》
。
9
．
．
9
、
∂
．
・
θ
．
（
」
3
9
ノ
も
．
・
。
、
3
・
二
く
亀
’
●
9
～
。
・
・
～
、

　
昨
年
発
生
し
た
火
災
を
、
原
因
別
に

し
て
み
る
と
、
石
油
器
具
一
〇
一
件
、

火
遊
び
八
二
件
、
た
ば
こ
・
電
気
機
器

が
各
七
八
件
、
煙
突
六
七
件
、
炭
コ
タ

ツ
六
一
件
の
順
と
な
り
、
火
災
件
数
全

体
の
四
四
％
を
占
め
特
に
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
点
は

　
◎
石
油
ス
ト
ー
ブ
・
石
油
コ
ン
ロ

ー
、
火
を
つ
け
た
ま
N
動
か
し
た
り
油

　
　
を
入
れ
な
い
。

2
、
カ
ー
テ
ン
や
紙
等
の
燃
え
や
す
い

　
　
も
の
は
近
く
に
お
か
な
い
。

　
◎
た
ば
こ

－
、

2
、

　
一
般
に
干
菓
子
以
外
は
ほ
と
ん
ど
大

腸
菌
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

運
搬
の
途
上
や
、
小
売
店
の
取
扱
い
が

悪
く
て
附
着
す
る
揚
合
が
多
く
、
露
出

販
売
や
、
手
づ
か
み
販
売
を
し
な
い
衛

生
的
な
店
を
選
ぶ
こ
と
が
必
要
で
す
。

囹
そ
う
菜
類

　
て
ん
ぶ
ら
類
や
サ
ラ
ダ
か
ら
大
腸
菌

の
検
出
さ
れ
る
率
が
非
常
に
多
く
、
夏

集
団
食
中
毒
の
原
因
も
サ
ラ
ダ
が
割
合

多
い
で
す
。

囹
そ
の
他

　
最
近
ポ
リ
袋
に
詰
め
て
シ
ー
ル
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
た
食
品
が
非
常
に

店頭に並べられた正月用食品

多
く
出
廻
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
食
品
に
は
必
ず

名
称
・
住
所
・
氏

名
を
書
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

充
分
注
意
し
て
下

さ
い
。

～
～

マ
ッ
チ
の
燃
え
さ
し
は
、
完
全
に

消
し
、
寝
な
が
ら
た
ば
こ
は
吸
わ

な
い
。

吸
い
が
ら
は
、
必
ず
灰
皿
の
中
か

足
で
ふ
み
消
す
。

　
◎
電
気
器
具

1
、
ス
イ
ッ
チ
の
切
り
忘
れ
の
な
い
よ

　
　
う
注
意
す
る
。

2
、
痛
ん
だ
コ
r
ド
は
使
用
し
な
い
。

　
◎
煙
突

1
、
屋
根
上
六
〇
ヒ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

　
　
上
の
高
さ
を
保
ち
、
木
材
そ
の
他

　
　
の
可
燃
物
か
ら
一
五
セ
ン
チ
メ
ー

火
の
も
と
を
し
つ
か
り

見
と
ど
け
る
よ
い
習
慣

　
　
ト
ル
以
上
離
し
、
壁
等
に
接
触
す

　
　
る
部
分
に
は
必
ら
ず
メ
ガ
ネ
石
を

　
　
入
れ
る
。

2
、
強
風
の
後
は
必
ず
点
検
し
、
不
良

　
　
箇
所
は
す
ぐ
修
理
す
る
。

　
等
が
大
切
で
わ
ず
か
な
注
意
が
火
災

予
防
と
な
り
明
る
い
家
庭
を
築
く
結
果

と
な
り
ま
す
。

火

の
用
心

隣
近
所
の
合
言
葉

配
達
の
便
を
は
か
つ
て
門
口
に
名
簿
を
は
っ
て
お
き
ま
し
よ
う
。

（3）
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か
け
ご
と
あ
そ
び
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

ヘ
ワ
ト
し
ロ
　
ロ
　
イ
　
レ
ぼ
　
　
ヨ
サ
コ
ヨ
し
し
ヨ
ド
ヨ
ヨ
　
　
　
　
　
し
ラ
ラ
　
　
ヨ
ヨ
　
ユ

ヨ
ヨ
ヨ
コ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

｝
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
す
る
季
節
㎜

　

㎜
を
迎
え
ま
し
た
。
予
防
致
し
ま
し
よ
う
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

イン7ルエンザを予防しよう
…
汗
等
で
汚
れ
た
紙
片
等
は
焼
き
す
て
、

一
息
ネ
が
使
用
し
た
食
器
類
は
煮
沸
消
毒
㎜

一
を
す
る
。

一

◎
予
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方
法
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に
う
が
い
を
励
行
す
る
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
に
し
、
栄
養
に
も
充
分
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
注
意
す
る
。
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
、
身
体
の
抵
抗
力
を
つ
…

　
　
け
る
。
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特
に
乳
幼
児
・
老
人
・
｝

　
　
結
核
患
者
等
は
安
全
で
…

　
　
す
。
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
か
っ
た
と
き
は
で
き
る
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
だ
け
早
く
医
師
の
診
断
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
を
う
け
る
。
　
　
　
　
一
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ロ

ー
、
マ
ス
ク
の
使
用
と
、
常
｝

2
、
風
邪
を
引
か
な
い
よ
う
…

3
、
過
労
や
不
踊
生
を
避
け
｝

4
、
予
防
接
種
を
受
け
る
。
　
｝

5
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
｝

6
、
患
者
の
唾
・
た
ん
・
鼻
㎜

ー
－
御
一
報
下
さ
㌧・

　
あ
わ
た
だ
し
い
年
末
年
始
を
ひ
か
え

ど
こ
の
家
庭
で
も
、
な
に
か
と
忙
し
く

な
っ
て
き
ま
す
。

　
特
に
学
校
に
行
っ
て
い
る
子
ど
も
達

の
お
ら
れ
る
家
庭
で
は
冬
休
み
に
な
る

と
、
い
ろ
い
ろ
の
面
で
苦
労
が
ふ
え
て

く
る
も
の
で
す
。

　
冬
休
み
は
、
年
末
年
始
と
重
な
る
た

め
、
家
庭
で
は
、

で
の
規
則
．
的
な

生
活
が
く
ず
れ

や
す
く
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
休

み
に
入
る
前
に

や
や
も
す
る
と
今
ま

（引

は
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
と
か
く
休
み
中
は
夜
お
そ
く
ま
で
起

き
て
い
た
り
、
お
か
し
や
く
だ
も
の
な

ど
を
た
く
さ
ん
食
べ
た
り
し
ま
す
が
、

夜
ふ
か
し
や
食
べ
す
ぎ
に
は
充
分
注
意

し
、
で
き
る
だ
け
、
ス
キ
ー
や
登
山
な
一

ど
を
通
じ
て
健
康
を
増
進
し
た
り
、
そ

の
技
術
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
に
心
掛
け

た
い
も
の
で
す
。
た
だ
し
無
理
の
な
い

規
則
正
し
い
日
課
を

　
　
家
庭
で
の
冬
休
み
の
指
導

子
供
と
話
し
合
っ
て
、
無
埋
の
な
い
冬

休
み
の
計
画
を
た
て
、
そ
れ
を
実
行
さ

せ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
特
に
家
庭
の
仕
事
を
協
力
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
で
、
来
客
や
他
の
家
を
訪
間

す
る
機
会
も
多
い
の
で
、
仕
事
の
理
解

や
社
会
的
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
の
に
よ
い
機
会
で
す
。
し
か
し
お

と
な
の
酒
席
や
友
人
と
の
会
合
な
ど
に

計
画
や
周
到
な

準
備
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん

　
ま
た
ふ
だ
ん

な
か
な
か
ま
と

ま
っ
た
読
書
が
で
き
な
い
も
の
で
す
が

あ
た
た
か
く
し
て
読
書
す
る
に
も
よ
い

機
会
で
す
。

　
と
に
か
く
休
み
が
終
っ
て
か
ら
楽
し

い
思
い
出
が
残
る
よ
う
な
生
活
を
送
ら

せ
た
い
も
の
で
す
。
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求
人
條
件
が
違
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
　
役

　
季
節
労
務
職
業
紹
介
業
務
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の
格
別
な
御
協

力
と
御
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠

に
有
難
）
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
年
々
就
職
さ
れ
る
方
が
多
い
こ
の
町

も
、
こ
の
夏
（
八
月
三
十
一
日
）
、
労

彷
条
件
の
改
善
、
生
活
の
安
定
、
地
位

の
向
上
、
町
勢
の
発
展
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
出
稼
組
合
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
の
予
算
も
五
万
円
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
し
、
充
分
な
活
動
を
い
た

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
、

　
さ
て
、
最
近
の
雇
用
状
勢
と
規
地
の

状
況
を
み
ま
す
と
、
今
秋
の
求
人
関
係

は
皆
さ
ん
も
御
承
知
の
こ
と
で
す
が
、

特
に
戦
時
に
兵
器
製
造
を
目
的
に
設
立

さ
れ
た
工
業
界
が
、
平
和
産
業
の
重
大

な
要
素
を
も
つ
精
密
機
械
部
品
の
製
造

、
世
界
的
メ
ー
カ
ー
と
し
て
や
く
し
ん

し
て
い
る
自
動
車
産
業
等
に
一
変
し
、

こ
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
工
場
か
ら
求
人

い
た
ら

場
　
職
業
　
係

が
あ
り
就
職
者
も
増
加
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
次
に
現
地
の
状
況
を
一
つ
紹
介
い
た

し
ま
す
。
あ
る
会
社
の
第
一
工
場
を
拝

見
中
、
キ
ヤ
ブ
レ
ー
タ
く
み
つ
け
コ
ン

ベ
ヤ
：
ラ
イ
ン
で
作
業
中
の
、
孟
地
出

身
柳
庄
一
君
に
あ
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

何
事
も
努
力
に
よ
っ
て
打
開
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
柳

君
は
前
年
関
根
自
動
車
工
場
に
勤
務
し

、
今
年
は
現
工
場
に
勤
務
、
時
代
の
流

れ
と
共
に
一
生
懸
命
に
彷
い
て
い
る
人

で
あ
り
ま
す
。

　
「
求
人
条
件
が
ち
が
う
」
と
い
う
よ

う
な
人
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
よ
う
か

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

改
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
請
い
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
職
業
係
宛
御
一

報
下
さ
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

　
代
表
者
の
皆
様
に
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
御
忙
し
い
と
こ
ろ
御
迷
惑
で
し
よ

う
が
、
赴
任
状
況
報
告
並
び
に
就
労
状

況
報
告
を
役
場
経
由
で
安
定
所
に
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
出
し
に
な
っ
て
い
な
い
代
表
者
の
方

は
至
急
お
送
り
下
さ
い
。
就
労
状
況
報

告
は
二
月
末
ま
で
で
ご
ざ
い
ま
す
。
用

紙
は
同
封
い
た
し
ま
し
た
か
ら
お
願
い

し
ま
す
。

　
本
町
は
流
雪
溝
工
事
の
進
む
に
つ
れ

街
の
姿
が
変
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
今
道
路

は
ド
・
ン
コ
沼
で
す
が
、
来
春
お
帰
り

の
頃
は
立
派
な
町
に
な
る
か
と
思
い
ま

す
。
初
雪
は
十
一
月
二
十
九
日
に
降
り

ま
し
た
。

　
最
後
に
皆
様
が
御
健
康
で
あ
ら
れ
る

こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。
御
目
愛
ト
さ

い
ま
し
て
良
い
新
年
を
お
迎
え
下
さ
い

ま
す
よ
う
に
。

交通情報
　
一
月
十
日
頃
ま
で
、
直
江

津
1
↓
浦
川
原
i
↓
松
代
と

バ
ス
運
行
の
予
定
で
す
、
お

正
月
の
御
帰
郷
に
は
御
利
用

下
さ
い
。



身か
　　ら

体だ

に

悪
い

　
吹
雪
の
お
と
ず
れ
と
共
に
お
酒
の
恋

し
い
季
節
と
な
り
、
　
「
い
ろ
り
」
を
囲

ん
で
飲
む
お
酒
は
又
格
別
で
す
が
、
こ

っ
そ
り
造
っ
た
ド
ブ
・
ク
で
楽
し
ん
で

い
る
人
が
ま
だ
相
当
あ
る
よ
う
で
す
。

　
ド
ブ
ロ
ク
は
人
目
に
つ
か
な
い
と
こ

ろ
で
か
く
れ
て
造
る
の
で
、
不
潔
な
場

所
が
大
く
、
身
体
に
害
と
な
る
「
ば
い

き
ん
」
が
た
く
さ
ん
含
ん
で
お
り
」
又

「
密ど

　ぶ、∠h
旭　ろ
く酒
」

完
全
な
お
酒
と
な
ら
な
い
の
で
お
腹
の

中
で
醸
酵
し
て
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
胃
腸
を
害
し
ま
す
。

　
ド
ブ
ロ
ク
は
造
っ
て
も
貰
っ
て
も
重

い
罰
金
に
な
り
ま
す
。

　
楽
し
い
老
後
の
生
活
が
苦
し
い
病
の

連
続
と
な
ら
な
い
よ
う
、
ド
ブ
ロ
ク
は

飲
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
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取
扱
経
路
に
よ
っ
て
正
確
に
調
査
し
、

も
申
告
が
で
き
ま
す
し
、

局
で
も
お
申
出
を
受
け
て
、

査
票
に
よ
り
調
査
し
て
、

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
な
お
書
留
郵
便
物
に
つ
い
て
は
、

郵
便
物
の
事
故
は

必
ず
申
告
し
ま
し
よ
う

　
郵
政
省
で
は
、
郵
便
物
が

ま
ち
が
い
な
く
早
く
届
く
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
も
し
皆

様
の
郵
便
物
が
着
か
な
か
っ

た
り
、
中
身
が
足
り
な
か
っ

た
り
、
そ
の
他
事
故
が
あ
っ

た
時
は
、
書
留
に
限
ら
ず
普

通
郵
便
物
で
あ
っ
て
も
、
す

ぐ
に
近
く
の
郵
便
局
へ
お
申

し
出
て
下
さ
い
。
差
出
人
ば

か
り
で
な
く
、
受
取
人
か
ら

　
　
　
　
　
　
ど
こ
の
郵
便

　
　
　
　
　
　
　
特
別
の
調

　
　
　
　
　
　
そ
の
結
果
を

万
一
事
故
が
あ
る
時
は
、
損
害
賠
償
す

る
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
又
普
通
郵

便
物
に
つ
い
て
は
、
相
当
期
間
が
か
～

る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
普
通
扱
の
事

故
だ
か
ら
調
べ
て
も
判
ら
な
い
だ
ろ
う

と
御
考
え
に
な
ら
ず
、
そ
の
事
故
の
原

因
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
調
査
い
た
し
ま

す
の
で
努
め
て
、
お
申
出
下
さ
い
。

　
普
通
郵
便
物
へ
の

　
　
現
金
封
入
は
や
め
ま
し
よ
う

　
普
通
郵
便
物
（
普
通
速
達
も
含
む
）

へ
現
金
を
封
入
し
て
差
し
出
し
て
い
る

も
の
が
、
か
な
り
あ
る
よ
う
で
す
が
、

こ
れ
は
郵
便
法
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま

す
現
金
は
必
ら
ず
現
金
書
留
で
出
し
ま

し
よ
う
o

又
小
為
替
送
金
の
方
法
も
あ
る
の
で
、

郵
便
局
へ
御
相
談
下
さ
い
。

～
式
が
盛
大
に

の
自
衛
隊
の
バ

型
ド
を
先
頭

（
に
松
小
の
鼓

雷
隙
の
演
奏

り

》
と
一
般
参
観

書
の
拍
手
で

評
行
わ
れ
ま
し

r
・
こ
れ
が

へ
竣
功
に
つ
き

｝
ま
し
て
は
、

農
響
裁
海
籍
魁
懲

　“
賜
諜
鷺
欝
難
薦

ψ
日
に
し
て
お
正
月
を
迎
え
る
今
日
、
長
｝

箒
鎌
難
欝
叢

器
椿
、
耀
醐
糟
難
麓

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

（
町
も
一
段
と
明
る
さ
が
増
し
そ
れ
ぞ
れ
〆

窮
雛
糞
欝
繋
鑑

内
頂
き
御
陰
様
で
地
元
業
者
は
勿
論
ニ
ケ
晒

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

酬
年
に
旦
る
六
日
町
、
直
江
津
二
級
国
道
御

酔
簾
都
論
雛
辮
菱
作
蘇

鴇
切
断
で
渡
橋
　
　
　
　
　
＼
に
数
も
益
》

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♂

｝
購
謙
講
・
、
者

～
謝
申
上
げ
な

一
寄
れ
ば
な
ら

“
な
い
と
思
い

蓄
す
。

ヂ

（
職
安
業
務

　
の

酒
も
一
年
毎
＼

の皆さんへ稼出

し
昨
年
窓
ロ
ゾ

相
談
五
〇
〇
一

名
が
本
年
に
い

　
　
　
　
　
ヂ

入
り
七
〇
〇
（

名
と
増
加
の
V

　
　
　
　
　
げ

一
途
に
あ
り
晒

慨
雛
灘

の
事
と
存
じ
～

享
が
、
跳

業
紹
介
業
務
副

の
円
滑
な
ゑ

運
営
の
為
糞

　
　
　
　
　
の

任
状
況
報
告
》

及
び
就
労
状
耀

　
　
　
　
　
♂

齪
蠣
頴

）
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
願
い
ま
す
。

幽
尚
本
年
度
秋
冬
期
の
出
稼
者
数
は
一
五
》

一
〇
〇
人
以
上
と
推
定
こ
の
内
職
安
役
場
｛

い
を
通
じ
て
赴
任
さ
れ
た
数
は
九
五
〇
名
へ

V
咋
年
に
比
し
て
一
三
％
の
成
績
を
示
し
（

脇
て
居
り
ま
す
。
就
労
先
に
於
い
て
色
々
～

一
良
い
面
悪
い
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
（

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

㌦
で
遠
慮
な
く
御
知
ら
せ
願
い
た
く
今
後
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

（
共
何
分
の
御
指
導
を
御
願
い
申
し
上
げ
㌦

婁
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

㌔
絡
り
に
皆
様
の
御
健
康
を
御
祈
り
申
し
ゾ

》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

鶏
腰
．
に
良
い
お
正
月
を
迎
．
て
ハ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

㌔
　
　
　
　
（
職
業
係
　
鈴
木
賢
市
）
　
・

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

醒
・
．
・
◆
輪
》
喝
φ
ゆ
｝
毎
、
・
；
弘
（
・
2
’
｝
『
・
φ
～
》
ち
．
専
、
・
2
・
ρ
（
．
；
・
ノ
・
．
層
．
ら
、
2
・

疑
糊
㎜

た
筈
で
御
座
㌦

　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
ρ
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一
、

二
、

三
、

四
、

昭
和
三
十
七
年
度

第
四
次
二
等
陸
海
塞
士
募
集
始
ま
る

募
集
人
員

二
等
陸
士
約
　
七
、
○
O
O
名

二
等
海
士
約
　
一
、
七
〇
〇
名
，

二
等
空
土
約
　
二
、
○
○
○
名

　
計
　
約
　
一
〇
、
七
〇
〇
名

応
募
資
格

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
で
十
八

才
以
上
二
十
五
才
末
満
の
日
本
国

籍
を
有
す
る
男
子
で
学
校
教
育
法

に
定
め
る
中
学
校
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
し
、
か
つ
自
衛
除
法
第
三

八
条
に
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い

者試
験
科
目

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
に
つ
い

て
行
う
、
筆
記
試
験
、
国
語
（
作

文
を
含
む
）
、
数
学
、
社
会
、
身

体
検
査
及
び
口
述
試
験
と
す
る
。

採
用
予
定
時
期

二
等
陸
士
、
二
等
海
士
、
二
等
空

士
、
昭
和
三
十
八
年
一
月
、
二
月

及
び
三
月

五
、
募
集
日
程

　
の
受
付
期
間

　
　
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
一
日
（
土

　
　
か
ら
昭
和
三
十
八
年
二
月
二
十
八

　
　
日
（
木
）
ま
で

　
口
試
験
期
間

　
　
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
一
日
（
土

　
　
か
ら
昭
和
三
十
八
年
二
月
二
十
八

　
　
日
（
木
）
ま
で

御
相
談
は
早
目
に
町
役
場
社
会
課
へ
お

い
で
下
さ
い
。

四
、

五
、

員
会
事
務
局
に
堤
出

規
格
条
衙
、
扁
額
、
色
紙
、
短
冊
、
扇

面
等
自
血
で
、
点
数
は
一
人
五
点

以
内
其
の
他

⑭
作
品
は
終
了
後
返
済
し
、
参
加

　
賞
を
呈
し
ま
す

口
詳
細
に
つ
い
て
は
御
照
会
下
さ
、

　
い
　
　
主
催
　
松
代
町
公
民
舘

　
　
〃
　
　
松
代
町
教
育
振
興
会

第
八
回
全
町
書
初
展
覧
会

　
一
般
作
品
募
集
要
項

一
、
展
覧
会
期
間
は

　
　
一
月
十
五
日
～
十
六
日
、
二
日
間

一
一
、
会
場

　
　
松
代
町
公
民
舘

三
、
出
品
期
限

　
　
一
月
十
二
日
正
午
ま
で
に
町
教
委

郷
土
の
便
り
・
を
原
稿
募
集

　
公
民
舘
で
は
こ
の
広
報
を
、
出
稼
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
御
家
族
の
方
に
お

送
し
、
町
の
出
来
事
を
お
知
ら
せ
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
な
た
の
部
落
や
近
所
に
、
婦
人
学
級

や
ら
グ
ル
ー
プ
に
、
美
談
や
お
も
し
ろ

い
話
題
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
し
ぐ

御
投
稿
下
さ
い
。

な
お
記
事
に
関
係
し
た
写
真
が
御
座
い

ま
し
た
ら
添
付
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

’

良いことは実行いたしましよう

～～～～～、～～～～

、

＿　　　　　　＿』　　　　　　一　　　　　　一一　　　　　　一』　　　　　　一一一　　　　　　一一一一』　　　　　　一一一一一▲

　、　　　　 、　　　　 、　　　　 、　　　　　、　　　　、　　　　　、　　　　、

年
頭
の
廻
礼
は
元
日
一
日
か
ぎ
り
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
始
よ
び
は
自
粛
し
ま
し
よ
う
。

元
日
か
ら
、
祝
日
に
は
国
旗
を
た
て
ま
し
よ
う
。

歳
暮
年
始
等
形
式
的
な
贈
答
は
や
め
ま
し
よ
う
。

配
達
の
便
を
は
か
つ
て
門
口
に
名
簿
を
は
つ
て
お
き
ま
し
よ
う
。

門
松
は
役
場
か
ら
配
布
さ
れ
た
印
刷
物
で
す
ま
せ
ま
し
よ
う
。

む
だ
を
節
約
し
て
な
る
べ
く
貯
蓄
し
ま
し
よ
う
。

か
け
ご
と
あ
そ
び
に
注
意
し
ま
し
よ
う
o

た
す
け
あ
い
運
動
に
協
力
し
ま
し
よ
う
。

コ
タ
ツ
、
コ
ン
ロ
、
取
り
灰
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

，し


